
 

 

 

 

 

 

・穴あきシャボン玉を作ることができた。 

・シャボン液を作る材料の比率と粘度が大切である。 

・しゃぼん玉は粘度が高いほうが穴が開いても割れにくい。 

・一方で粘度が大きくなると、密度も大きくなり飛ばない。 

・本研究では、③の溶液の粘度と密度が最適だとわかった。 

 

Ⅰ穴あきシャボン玉の作り方 

溶液を使って飛ばすと穴あきシャボン玉はできたが 

そのほかの溶液はできなった。 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ密度の条件検討 

 

Ⅲ粘度の変化 

 

 

Ⅳストークスの公式を用いた粘度 

 

 

 

 

 

 

① ② ③ ④

密度
（ｇ／ｃｍ3）

０．８８２ １．０１７ １．１１ １．１６

Ⅰ標準的な作成方法 

台所用洗剤（界面活性剤が４０％前後）、PVA系洗濯のり（ポリビニル

アルコール１０％）、グラニュー糖、水を次に混合した。  

 

台所用洗剤：PVA系洗濯のり：グラニュー糖：水 

＝ １  ：   ５   ：  ８   ：１０ 

 

Ⅱ密度の条件検討 

グラニュー糖の比を変えビュレットに１０ｍ入れて 

流れ落ちる時間を調べた。 

 

Ⅲ粘度の条件検討 

グラニュー糖の比を変えビュレットに１０ｍL 入れて流れ落

ちる時間を調べた。 

台所用洗剤：PVA系洗濯のり：グラニュー糖：水 

①   1  ：   5    ：  0   ： 10 

②   1  ：   5    ：  5   ：  10 

③   1  ：   5    ：  8      :  10 

④   1  ：   5    ：  10     :  10 

⑤   1  ：   5    ；  15     :  10 

Ⅳストークスの公式を用いた粘度の調査 

１、 メスシリンダーに 

①～⑤の溶液を入れる。 

２、 上からビー玉を落とす。 

 

V=g(ρ-ρo)d
2 

  18η        

上記の公式にあてはめる。 

 

※ρはビー玉の密度 

 ρoはシャボン溶液の密度 

 ηは溶液の粘度 

 ｇは重力加速度 

 dはビー玉の直径 

 

 

 

 

 

 

市販されているシャボン玉溶液では、穴あきシャボン玉を作ることがで

きない。 

 

なぜ割れない穴あきシャボン玉 
～穴あきシャボン玉の密度と粘度の検討～ 
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